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9 文化と情報メディア

飯田　卓

《目標&ポ イ ン ト》　 人 と人 と が 挨 拶 を交 わ し,そ の 時 ど き の 用 件 を伝 え る こ

と。 あ る い は,家 族 や 隣 人,仕 事 仲 間 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と。 こ

う した 日常 場 面 の 何 気 な い こ とが ら は,文 化 の 問 題 に 深 く関 わ る 。 また 現 代

で は,声 や 身 ぶ りと い っ た 身 体 的 能 力 に加 え,地 球 規 模 で 整 備 さ れ た イ ン ター

ネ ッ ト網 な ど,さ ま ざ ま な 装 置 や 制 度 に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 成 り

立 っ て い る 。 本 章 で は,こ う した コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンー 般 に着 目 し,情 報 メ

デ ィア と い う観 点 か ら詳 し く考 えて み た い 。

【キ ー ワ ー ド】　 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,対 面 的,文 字,デ ジ タ ル メ デ ィ ア,高

度 メデ ィア社 会

1.コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と文 化 人 類 学

　 コミュニケーシ ョンという英語 は,伝 達,報 道,交 通 な どと訳 される。

伝 達や報道 は,二 者 または多数のあいだで情報の受け渡 しを行 い,受 け

手に何 らかの理解 を もた らそ う とす る試みであ る。 はっき りした受 け手

がいない場合,た とえば漂流者が手紙 を瓶 に入れて流す場合 な ども,情

報の受け手が いるこ とを想定す る限 り,コ ミュニケー シ ョンと言 って よ

い ○

　交通に関わってコ ミュニケーシ ョンとい う語 を用い るこ とは,日 本 語

の場合には比較 的少 ない。 しか しこの場合 も,物 質の輸送 に よって,受

け手 に利益 や変容 を もた らす こ とが試み られてい る。 コ ミュニ ケー シ ョ

ンとは,情 報 や物 質の受 け渡 しによ り,関 係者の変容(と くに理 解)を
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もた らす こ ととま とめ られ よ う。

　情報 メデ ィア とい う表現 は,じ つ は冗長であ る。日常会話で も,メ デ ィ

ァと言 えばふつ うは用が足 りる。情報 という語 を入れたの は,こ の章が

情報の受 け渡 し(コ ミュニ ケー シ ョン)に 関わ ることをは っき りさせた

か ったか らである。

　 コ ミュニケーシ ョンの問題 は,社 会学や心理学,さ らには両分野 にま

たが る社会心理学 な どにお いて論 じられて きた。文化人類学が この問題

に着 目す るのには,二 つ の理 由が ある。一つ は,人 類 史をつ う じて発明

され て きたさまざ まなコ ミュニケーシ ョン手段が,文 化や社会のあ り方

に強 く関わって きたこ と。 文化 とは,言 語 その他の手段 によって身 の回

りの事象 を理解可能 に組織 してい く手段 なので,コ ミュニケー シ ョン手

段が多様化 し,言 語 が伝 わる時空間が広 がれば,文 化の あ り方 は大 きく

変 わる。

　典型 的な例 として,文 字使用 に よる社会変化 をあげ られ よう。統治者

の方針が伝 言に よって伝 え られる社会 では,コ ミュニケー ションを重ね

るあいだに憶測 や独 断が混 じ り,当 初 の統治方針が 十全 には伝わ らない。

しか し,そ れ を文字 に よって伝 える社 会では,伝 達 のあいだに内容 が変

わって しまうことはない し,時 間の経過 に よって忘却 される可能性 も少

ない。 地理 的な統 治の範 囲 も,お のずか ら広が る ことになろ う。文字使

用 の有無 は,統 治機構 のあ り方を大 き く左右す るのである。

　 文化 人類学 が コミュニケー シ ョンに関心 を示 す第二 の理 由は,そ れが

方法論 に大 き く関わ るか らである。本書 で も繰 り返 し論 じられ るとお り,

文化 人類 学 で は,フ ィー ル ドワー クが方法 論 の基礎 に置 か れて きた。

フィール ドワー クとは,つ きつめて言 えば,文 献調査 に頼 らずに(あ る

いは,文 献 調査 以上に)対 面的 コ ミュニケー シ ョンや実地観察 を重視す

る調査 方法である。その ように考 えるな ら,対 面的コ ミュニケーシ ョン
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の重要度が高い社会 ほ ど,フ ィール ドワークに基づ いた文化人類学 的方

法の有効性 が高 い と言 えよ う。 この よ うな社会で は,構 成員が記録 を残

す ことは少な く,調 査 にさい して記録資料 をあてにで きない。 したが っ

て,好 む と好 まざるとに関わ らず,社 会の なか に身 を置いて対面的 コ ミュ

ニケー シ ョンを観察 し,調 査者 自身 も対面 的コ ミュニケーシ ョンに参加

して情報 を引 き出す こ とになる。

　 とはい え,人 類 の普遍性 と多様性 を広 く研究 しようとす る文化 人類学

は,こ の ように フィール ドワークに適 した社 会だけを扱 うので はない。

さまざまなコ ミュニケー ション手段 を選べ る ような社 会について も,知

見 を集め る必要がある。 そのためには,文 化 や社 会 とコミュニケー シ ョ

ン,メ デ ィア との関わ りを,し っか り踏 まえておかなければな らない。

2.対 面的コミュニケー ションから間接的コミュニケーションへ

　文化 人類学が メデ ィアに関心 を寄せ る二つの理由の うち,ど ち らに着

目す るにせ よ,対 面的 コ ミュニケー シ ョンの性 質 を整理 しておい たほ う

が よいだろう。

　文化 人類学の巨匠の ひ とりC・ レヴィ=ス トロース は,「 構造 人類 学』

において近代社会 を批判す る くだ りの なかで,文 字の発明が人類 に もた

らした福利 と損失 につ いて述べてい る。彼 によると,文 字使用 に よって

人類が失 った もの とは,隣 人 を一 人の人間 と して包括的 に理解す る よう

な,生 きた接触 に基づ く人 間関係であ る。 こう した人 間関係が近代社 会

にまった く見 られ ない わけで はない。 しか し近代社会で は しば しば,具

体的な人間関係 よ りも,メ ディア(書 物や文書)を つ う じた抽象 的で間

接的な関係が大 きな役割 を果 たす。その結果,市 民 による社会へ の働 き

かけ も間接 的な ものにな り,社 会の 自律性が失 われ る。
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　 レヴィ=ス トロース によれば,社 会の 自律性が無 条件 に担保 され るの

は,す べ ての 人が 顔見知 りである ような500人 規模 まで だ とい う。文字

をは じめ とす るメデ ィアが発達 し,社 会 が複雑 になる と,「 まがい もの」

の人 間関係 が支配的 になる とい うのが彼 の主張 である。500人 とい う数

字が妥当か どうかは ともか く,人 口規模 が変 わる とコ ミュニケーシ ョン

のあ り方 も変わる とい う指摘 は重要 である。

　 人口規模 の小 さな無文字社 会では,ほ とん どの場合,話 し手 と聞 き手

が面 と向か って コ ミュニケー シ ョンをす ませ て しまう。 この場 合の メ

デ ィアは,声 と身ぶ りである。 話 し手が,自 分の身体 に備 わった器官 で

コ ミュニケー シ ョンをす ませて しまうのである。ほかに も,や や離 れた

場所 の相手にのろ しで合 図 した り,後 か ら来る者 のため草 を結 んだ り石

を積 んだ りして合 図する,な どの場合 もあっただろ う。 しか しこれ らの

「メデ ィア」は,あ くまで補助 的な ものに過 ぎなかった と想像 で きる。

　社 会の規模 が大 き くな り,顔 見知 りのあいだだけで コミュニケー シ ョ

ンがす まされな くなる と,さ まざまな メデ ィアが使 われる ようになる。

文字 もその一つだが,別 の手段 を発達 させた社会 もある。 た とえば西 ア

フリカ各地の社 会では,王 室の歴史 を後世 に伝 えるため,図 像や彫刻 に

それ を記録 した。 この方法 を用いれば,不 特 定多数の 「読み手」 に対 し

て,時 間 を超 えて歴史 を伝 えることがで きる。ただ し,文 字 に くらべ る

と,細 部 にわた る厳密 な叙述が行 えず,と きには図像 に合わせ た史実 の

改変 もあ りうるとい う。 このため もあ り,図 像表現 を発達 させ た社 会で

も,現 在では,文 字 によるコ ミュニケー シ ョンが重 要になっている。

　 また,声 に よる伝 達 も用い られたが,王 自身が歴 史を語 るので はな く,

王の求め に応 じてそれ を語る専 門職(語 り部)を 養成 し,記 憶 を代 々継

承す るとい う方法 をとった。 この方法で伝 承 を確実 にす るため には,専

門家の継続的 な養成が不可欠であ り,維 持 コス トが 高い。 口頭伝承 か ら
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文字記録への転換 は,長 い歴 史のなかではご く自然 な成 り行 きだった と

思われる。 日本の 「古事 記』な ども,語 り部 が伝 えていた記憶 を文字化

した もので ある。

　文字 の登場が社会 を大 き く変えた ことは,比 較 的多 くの研 究が指摘 し

て きた。 た とえば,次 の ような説明がある。 文字の発 明に よ り,人 間の

記憶力 を上 まわるような論理の連鎖 を記録 で きる ようにな った。そ の こ

とに よる大 きな成果の一つが,ギ リシャ人の哲 学である。ある種の分野

においては,個 人の経験 を別の個人に継 承する ことが文字 によって容易

にな り,そ れによって 人間の知的活動が活性 化 した とい うのであ る。

　ただ し,文 字が発明 されたか らとい って,コ ミュニケー シ ョンのすべ

てがそれに依存す るようになったわけでは ない。文字が発明 されたか ら

とい って,話 すの をやめ た人がいたわ けで はなか っただ ろう。文字 記録

にも,さ まざまな欠点が ある。図像 ほど精密 に形状 を写実で きない し,

口頭伝 承ほ ど生活場面 に浸透す るの は難 しく,し たが って生活 その もの

を変化 させ るには至 らないこ とが ある。 さ らに,文 字が発 明された当初

は,紙 な どの記録媒体 が入手 しに くか った。 この ような事情 か ら,多 く

の社会は,文 字の発 明後 も旧来のメデ ィアを さまざ まに使 い分 け なが ら

社会 を成 り立たせ て きた と言える。

3.印 刷 とデジタル メデ ィア

　対面的 コ ミュニケー シ ョンに大 き く頼る社 会 と,文 字や図像,語 り部

な どを補助的 に使 う社 会 とを,ひ とまず対比 してみた。 これ によって,

文化 人類学が メデ ィアに関心 をもつ第一の理由(メ デ ィアの多様性 と社

会の関係)は,お よそ説明で きた と思 う。第二の理由(メ デ ィア と人類

学の関係)に ついて は,次 節で詳 し く述べ よう。本節では,そ の後 に開
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発 されたメデ ィアのイ ンパ ク トについて補足 してお きたい。

　 その一つ は活版 印刷 である。 この技術 は古 くか ら中国で用 い られてい

たが,15世 紀 中頃,ド イツのグーテ ンベル クが同 じシステム を 「発明」

し,聖 書 を大量 に流通 させて宗教改革 を後押 しした。この技術が ヨー ロッ

パ社会 に大 きな変化 をもた らしたのは,メ ッセージをほぼ正確 に複製 し,

大量 の読 み手 に届 けたか らである。中国では多種類 の漢字 を使 うため,

活 字 を用 い て も大量 印刷 に は依 然 コス トが かか ったが,数 少 ない アル

フ ァベ ッ トで文章 を作 る ヨー ロッパでは,未 曾有の規模 で新 しい読者が

生 まれた。 マス メデ ィアの誕生 とい って よい。

　 メ ッセー ジの正確 な複製は,国 家規模 の広い範囲でニュースや価 値観

の共有 を生 み出 した。 この ことは,18世 紀 以降,世 界各地で市 民革命 を

促 し,国 民 国家 を生み出す とい う効果 を伴 った。小説 や新 聞 を読む とい

う個 人的行為 は,そ れ を同 じように読む他 者 との結びつ きを,容 易に想

像 で きる ようにす るか らである。 これに よって,市 民 の 自発 的なナ シ ョ

ナ リズムに よって支え られる国家が登場 し,そ れ までの ように権威 をと

お して多数 の臣民 を したがえる国家は,勢 い を弱めてい く。

　 国民 国家 の登場以 降,産 業革命の進展 によ り,電 信や写真,石 版印刷,

映画,ラ ジオ放送,テ レビ放送,ビ デオ録 画な どが発 明 された。 それぞ

れ の発 明は,そ れぞれに新 たな メデ ィア を生んで,社 会を変 えた と言え

る。 とはいえ,文 化 人類学 との関わ りでは,デ ジタルメデ ィアの普 及が

もっ とも重要 であろ う。

　 ここでデ ジ タルメデ ィア と呼 んでいるのは,イ ンターネ ッ トをつ うじ

て授受で きるよ うな写真 ・音声 ・動画 ・テキス ト(デ ジタル情報)を 使 っ

た メデ ィアの総称 であ る。デ ジ タル ビデ オやDVD,ス マー トフ ォンな

どはイ ンター ネ ッ トか ら独立 したメデ ィアだが,そ の コ ンテ ンツは他の

メデ ィアとのあい だで授受で きるので,デ ジ タルメデ ィアに含め ること
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にす る。 これ らのメデ ィアは,イ ンターネ ッ トの普及が始 まる1995年 頃

か ら,無 視で きない もの となって きた。

　 こう した メデ ィアが重要 な理 由は,第 一 に,マ ス メデ ィアの恩恵 を受

けて こなかった人たちを コミュニケー シ ョン範 囲に組み込みつつ ある こ

とだ。書籍や新 聞は,文 字 を知 らない人 には読 めない し,映 画 も,映 画

館か ら遠 く離 れて住 む人には見 られない。 テ レビに も放映 圏が あ って,

自由には見 られ ない。 ところが,VCDやDVDの 登 場 に よ り,家 庭 用

の ビデオデ ッキ とテ レビ,発 電機 を携 えた商売人が,電 気 のない僻 地で

もハ リウッ ド映画 な どを見せ るようになった。映画の巡 回上映 は戦前の

日本 などに もあったが,そ の規模 は現代のDVDの 比では ない。

　第二に,デ ジ タル情報 は,イ ンター ネ ッ トを経 由 して国境 を越 える。

出版や映画配給,テ レビ放映 は,い ず れ も,一 つ の国を活動範 囲 とす る

企業が担 う。 しか しデジ タル情報 は,そ う した企業活動 とは無 関係 に流

通す るので,国 を越 えた人 間関係 を強化す る傾 向にあ る。 これは,今 ま

でのマス メデ ィアにはなか った特徴で ある。

　第三に,パ ソコンをは じめ とす るデジ タル技術の普及 に よ り,高 価 な

設備 を必要 とする コンテ ンツ製作が安価でで きるようになった。 この こ

とによ り,マ ス メデ ィア をとお して もっぱ ら情報 を得 ていた読 者 ・視聴

者が,情 報の送 り手 に転 じる ようになった。 このこ とは,ユ ーチュー ブ

によって個 人的な動画が大量 に配信 されるよ うになったこ とに象徴 され

てい よう。このこ とによ り,文 化産業か ら縁の遠か った個人の表現者や,

政治的なマ イノリテ ィたちがみずか らの声 を広 く伝 えるよ うになった。

　 これ らの現 象はい まだに進行 中で,今 もなお メデ ィアによって世 界が

変 わ りつつある。
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4.高 度メデ ィア社会 のフ ィール ドワー ク

　現代 にお いて は メデ ィアが ます ます多様 化 し,対 面 的 コ ミュニケ ー

シ ョンの役割 は相対 的に低 くなったよ うに思 われるのに,な ぜ,文 化 人

類学 者 は フィール ドワー クに こだわ り続 け るの だろ うか。 フ ィー ル ド

ワークが 明 らかにで きるのは,せ いぜ い,対 面 的 コ ミュニケーシ ョンが

人 間関係 の基礎 となる場合 に限 られるのに。

　 フ ィール ドワー ク以外 の方法 を利用す る ことは,メ デ ィア研究 では重

要 である。 た とえば,ア ンケー トに もとづ く量 的資料 や,通 信や放 送に

関わる さまざまな履歴 を用 いれば,個 人に よる フィール ド調査 ではわか

らないメデ ィア利用 の動 向 を多面的に明 らかにで きる。 しか し,フ ィー

ル ドワー クに もとづ く文化人類学的な方法 もまた,他 の方法 に劣 らず依

然 として重要であ る。

　 その理 由 を述べ るため に,文 化人類学史 と社会学史の接 点 を,も う一

度ふ り返ったほ うが よいだ ろう。産業が成熟 し,国 家が近代 にふ さわ し

い制 度 をさまざまな形で整 えていた19世 紀後半,フ ランスで はE・ デ ュ

ルケームが社 会学 を創 始 したが,そ れ は文化人類学 と区別で きない状 態

にあった。デ ュルケー ムが後継者 と目 した弟子の なか に,『 社 会学年報』

の編 集 をまか されたM・ モースがい る。彼 は,デ ュルケームの甥 にあた

る。彼 は,イ ギ リスで勢い を得ていた社会人類学者や アメリカの文化人

類学者 らと親交 し,み ず か らは民族 学研 究所 を創 始 した(1926年)。 ま

さし く,社 会学 と文化人類学の はざまに生 きた人であ る。

　 モース は,未 開 と呼 ばれてい た諸社会 を,文 献 をつ う じて考察す ると

い う方法 をとった ため,フ ィー ル ドワー カー とはふつ うみな され ない。

しか し,近 年のモース研究 によると,モ ー スの文献研 究は,彼 が深 く関

与 した協 同組合運動 に関わって いた とい う。 ソヴ ィエ ト連邦 の成立や ス
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ター リニ ズムの台頭 とい う政治状況 のなかで,協 同組合 の普及 と民族学

研究 によって 「人間の活動 のあ りようを根底 か ら見直す方途 を探 ってい

た」 とい うのである(モ ース研究会(編)2011)。 この見方 に立 つ な ら

ば,彼 は協同組合運動 とい う 「フィール ド」 に身を置 きなが ら,レ ヴ ィ

=ス トロースのい う 「生 きた接触 に基づ く人間関係」 を近代社 会 で 回復

す るために,文 献研 究 を進めていた ことになる。

　 ここでは,モ ース と同 じ立場 に立つ よう読者 に呼びかけてい るわけで

はない。文化人類学の探 究が,近 代化や グローバル化 によって生 じた人

間関係 のひずみ を正す可能性 があ ることを,あ らためて強調 してお きた

いのである。 この点 は,一 般的 な社会学 との大 きな違いであ る。

　 ひず み と言 って悪 ければ,次 の ように言 うこともで きよう。対面 的 コ

ミュニケー シ ョン と間接 的 コ ミュニケ ー シ ョンの決定 的 な違 い は,コ

ミュニケー ションの文脈が保持 されてい るかそ うで ないか である。対面

的 コ ミュニケー ションでは,情 報の受 け手 と送 り手が 同 じ時 に同 じ場 所

で顔 を合わせ てお り,相 手の状態 をその場で確認す るこ とが で きる。 こ

れ に対 して間接 的 コミュニケーシ ョン(た とえば手紙)で は,相 手が ど

のような場所 で どの ような時に発信 を行 ったか(手 紙 を書 いたか)が 明

らかで ないため,誤 解 を生 じる余地が 高い。 したが って,間 接 的 コ ミュ

ニケーシ ョンの累積 に支 えられる社会 では,商 品偽装 や捏造 な どの問題

を払拭で きない。人間活動 を広げるための メデ ィア技術 が,脱 文脈 の力

に よって,人 間関係 を不透明 なもの にしてい るのである。 こう した矛盾

を緩和す るため にも,フ ィー ル ドワー クの視点 を取 り入れた文化人類 学

的なメデ ィア研究が必要だ ろう。

　 方法 としては,フ ィー ル ドの人 たちが メデ ィアと接す るや り方 を直接

に観察するのが有効 である。 これ は,フ ィー ル ドワー ク とい う対 面的 コ

ミュニケー ションに よって間接 的コ ミュニケーシ ョンの性質 を明 らか に
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す るための基本であ る。 こまか な点で は問題 も多いが,こ の方法 に よる

メデ ィア研 究 は成 果 をあげ て きてお り,社 会学 や カルチ ュ ラル ・ス タ

デ ィー ズとい った他分野で も応用 されつつあ る。

　前節で述べた ように,デ ジ タルメデ ィアの普及 によって,人 び とが生

活す る世界 は大変動 を起 こ して いる と言 って も過言ではない。文化人類

学 とメデ ィア研究が重 なる領域 は,今 後,ま す ます重要性 を帯び るだろ

う。

5.メ デ ィア利用 は進化するか

　前節 までの記述 は,や や図式 的に過 ぎた。誤解 を避 けるため に付 け加

えれば,す べ ての社 会が無 文字社会 か ら文字社 会へ,さ らには印刷社 会,

電子 メデ ィア社会,デ ジタル メデ ィア社会へ と,段 階的に発展 して きた

わけではない。図式 的な説明は,古 代 的生産様式 か ら封建 的生 産様 式,

ブル ジ ョア的生産様式へ と社 会の変化 を区切 るマル クス主義理論 を思わ

せ る。社 会の発展段 階は,生 産様式でな くコ ミュニケー シ ョン様式 に特

徴 づけ られ る,と い うのが図式的説明であ る。

　 こう した考 え方 には難点がい くつかあ るが,最 大の難点は,あ る一つ

の コ ミュニ ケー シ ョン手段 が一つの社会の内部で完結す るかの ように思

わせ るこ とであ る。確 か に,あ る時代の印刷 メデ ィアや電子 メデ ィアは,

言語 と歴 史を共有す る(と 想像 で きる)国 民 国家 の範囲内での コ ミュニ

ケーシ ョンを担 っていた。 しか しコ ミュニケーシ ョンとは,そ の性質か

らして,さ まざまな他者 に まで広が る可能性 を もつ。 この ため,地 理 的

に接 している二つ の国が異 なるコ ミュニケーシ ョン様式 を もつ と断言 で

きる ような条件 は,き わめて限 られている。

　 また,す でに述べ た ように,デ ジタル メデ ィアが出現 した現代 で も,
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すべての コ ミュニケー シ ョンがデ ジタルメデ ィアを とお して行 われ るこ

とはまずあ りえない。少な くとも,人 類 史の もっ とも初期 か らあ った声

や身ぶ りは依然 として併用 され,他 の多 くのメデ ィア も併用 されて いる

ことだろう。一つの社会 を一つの メデ ィアで代 表 させ ることは無理 であ

る。

　 隣 り合 うA社 会 とB社 会で は,そ れぞれの社 会 を成 り立たせ るうえで,

異なる メデ ィアに重 きを置いてい るか も しれ ない。そ して,両 者 の比較

には社 会学 的な意味が あろう。 しか し,A社 会 とB社 会の どち らかが進

んだ段 階にあるわけで はない。 む しろ問題 とすべ きは,な ぜ両社 会で コ

ミュニケー ションが活性化 し,メ デ ィア利用が均等 にな らないのか とい

うことだ。 おそ らく,言 語や慣習,法 制度,イ ンフラな どの違いが,ど

ち らかの社 会の 自由なメデ ィア利用 を制 限 しているのだろ う。だ とす れ

ば,メ デ ィア利用 や コ ミュニケーシ ョンの違 いに進化 的段 階があ るわけ

ではな く,こ の問題には文化 的相対主義 の立場 で臨むのが よい。

　 一部の文化人類 学者 は,文 字 の利用 に よって社 会が大 き く進化 した と

考 えてい る(典 型的 にはJ・ グデ ィ)。 しか しほ とん どの場 合 は,文 字

利用が社会の変化 を加速す ると論 じてい るのであ って,そ の後 におけ る

メデ ィアの発明がすべて 同 じように重要だ と述べてい るわけで はない。

また,詳 しく検討 してみ る と,文 字の普及 は発明後す ぐに進展 したわ け

ではな くて,紙 や印刷技術 な ど,関 連す る複数の メデ ィアの発 明に よっ

て段 階的に進展 して いる。

　 同様に社 会の変化 を加速 してい くメデ ィア としては,デ ジ タル技 術 を

駆使 した一連 の メデ ィアが あげ られる。 デジ タルメデ ィアの普 及 した現

代 において,あ る地 点で発 明 されたメデ ィアは,時 をおかず して地球大

に拡散 してい く。 この ような状況 では,も はや メデ ィア利用 の観点 か ら

社 会の範囲 を区切 ることはで きず,あ る社 会 とある社 会の優 劣 を較べ る
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こ とにも意味 はない。

　 この ことに関 して わた しが思い だすの は,2008年 以降調査 を続 けてい

るマ ダガス カルの 山村地域で ある。 ここで は公共の電気が引かれてお ら

ず,自 動車 も地域の入 口まで しか到達 して いないが,に もかかわ らず携

帯電話 を使 う人が少 しずつ増 えて きた。充電 はよその町です ませ ること

が多い。そ こにい る人 と話 していた とき,新 年の挨拶 を電話で交わす約

束 を して,次 の年 の正 月にはわた しか ら国際電話 をか けて新年 を祝 うこ

とになった。

　 また,こ の地域 の村落 開発 を担 当 していた地方役場の役 人か ら,知 人

たちの近況 を電子 メールで知 らせ て もらったこ ともあ る。彼 は出張で こ

の地域 を訪れ たさい,わ た しの知 人たちをスマー トフ ォンで撮影 し,首

都 のネ ッ トカフェか らわざわざわた しに送 って くれたの だった。

　 わた しの知 人たち 自身は,ま だ インターネ ッ トを使 いこなす わけで は

ないが,離 れていた と思 っていた地域 が一足飛 びに近づい てい るのを実

感す る。 まさしく距離 の縮小 がそ こにはある。映画や音楽 につ いて地球

の表 と裏 で共 通の話題 を探す の も,だ んだん容易 になってい くにちが い

ない。

　 デ ジタル技術 は,こ の ように メデ ィア利 用を地球大 に まで拡大 した。

また,ユ ーチューブや フェイスブ ックの ように,利 用 の場面や 目的を異

にする さまざまなメデ ィア を生みつづけて きた。 さまざまな メデ ィアが

増 殖 し,そ れ によって コ ミュニケー シ ョンのあ り方や規模 が急速 に変 わ

りつつあ るのが,デ ジタル技術 の もた ら した現代 といって よい。


